
小型武器東京ワークショップ 

 
 

１．概 要 

 

（１）３月１２日及び１３日、外務省の主催で、小型武器東京ワークショップが開

催された。「平和なコミュニティの保護・育成の観点からの小型武器問題」と題す

る今回のワークショップには、１８カ国より計２６名の政府関係者に加え、国会議

員（下記注参照）、国際機関関係者、国内外ＮＧＯ関係者、有識者計２９名が参加

し、二日間に亘り活発な議論が行われた。 

（注）我が国からは、伊藤信太郎衆議院議員（前外務大臣政務官、今回のワークショップは昨年

の国連小型武器行動計画履行検討会議で同政務官が提唱したもの）、寺田稔衆議院議員（国際軍

縮促進議員連盟事務局次長）、猪口邦子衆議院議員（前内閣府特命担当大臣（少子化・男女共同

参画））、犬塚直史参議院議員（「地球規模問題に取り組む国際議員連盟（ＰＧＡ）」事務局長）

が出席。また、ＰＧＡ事務局の推薦により、アフリカより国会議員２名（ムシラ・ケニア国会副

議長及びハジャイジ南ア議会外交委員長）が参加した。 

 

（２）我が国外務省からは、松島みどり外務大臣政務官が冒頭挨拶を行い、国際社

会が引き続き小型武器問題に取り組むことの必要性につき訴えた。また、美根慶樹

外務省アフガニスタン復興支援・ＮＧＯ担当大使（前軍縮代表部大使）が全セッシ

ョンを通して議長を務めた。 

 

（３）今回のワークショップでは、人間の安全保障の観点から、非合法な小型武器

の脅威から人々を保護し個人やコミュニティが自立するための能力を育成すること

に焦点を当てた議論が行われた。具体的には、武器所持の背景に存在する需要要因

の分析や小型武器関連プロジェクトの効果的な推進、武器輸出国による責任ある武

器の移譲管理、国際社会における小型武器問題への取組の今後の方向性等につき活

発な意見交換がなされた。 

 

（４）会議での議論の結果を反映した議長サマリーが発出された。 

（了） 


